
          

 

 

創立 70 周年記念式典
を間近に控えた 10 月５
日（金）、６日（土）、本
年度の軽高祭が行われ
ました。今年のテーマ
は、『Creation～ここに
しかない僕らの輝き～』
でした。 
実行委員長の山下彩音さん(3-2)をはじめとする実行

委員の皆さん、生徒会長の五郎丸千尋さん(2-2)を中心
とする生徒会執行部によって準備が進められました。 
第 1 日は校内発表。開会行事に引き続いて吹奏楽部、

音楽部の発表。さらに、１年生、２年生の総合学習の発
表、２年生の外部研究発表が行われ、それぞれ、調べた
ことや体験したことを一生懸命発表しました。 
第２日は一般公開。あいにくの天気で、お客様の出足

が心配されましたが、町内の小学生の皆さんやハイキュ
ーのファンの方々を中心に多くのお客様に来校いただ
きました。お昼前には厚切りベーコンが完売し、お化け
屋敷には最後まで長蛇の列ができました。 

70 周年記念式典を前に、町内外に軽米高校を大いに知らせることができた一日でした。
ご来場いただきました 425 名の皆様、誠にありがとうございました。 
【１学年「地域学習」】 

No. タイトル 内容 
１ 軽米町の美味 軽米町の特産品を調査 
２ 笹渡の人工野菜栽培 年中レタス・パセリを栽培できる 
３ 人口減少。そして高齢化 子育て支援日本一。見守り弁当。他 
４ 軽米の特産品～雑穀を食べて健康に～ 雑穀は米に対して 15～20 倍もの栄養。 
５ 軽米の教育 小中では学力向上を主に 
６ 軽米の歴史１ 農具、出土品、豪雨災害 
７ 軽米の歴史２ 軽米城・小軽米城、雷号と乃木希典 
８ 軽米の再生可能エネルギー メガソーラー 
９ 軽米町を発展させるために 軽高生に期待すること 
10 聞こう!活かそう!軽米高校 職員、卒業生、地域の方々にインタビュー 

【２学年「地域学習」】 
No. タイトル 内容 
１ 食文化 軽米と沖縄、島根、京都のそば・小麦文化との比較 
２ さるなしを育てている地域とその気候 さるなしはどんなところに育つのか 
３ 伝統文化 軽米町と八戸市の郷土芸能を比較研究 
４ クリーンエネルギー 他地域との比較 
５ 軽米の産業 木炭の使い方 
６ 軽米の特産物 軽米と各地方の雑穀の比較 

【２学年「外部研究発表」】 
No. 講座等名称／参加者 

 
参加者 

１ 東北大学・探求型「科学者の卵養成講座」／小林美慶、玉舘翔一朗 
、 
小林美慶 玉舘翔一朗 

２ ワタシゴト展／中里悠佳 ３ ナガサキ平和の旅／清藤結 
４ SEOUL で韓国の中高生とダンスダンスダンス／五郎丸千尋 

【３学年 模擬店】 
３－１ハンパないって：焼きそば、ベーコン、田楽豆腐 ３－２ 半分、甘い。：チョコバナナ、綿飴、ポップコーン 
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軽高祭 Ｃｒｅａｔｉｏｎ～ここにしかない僕らの輝き～ 
１０月５日（金）・６日（土） 

 


